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一般社団法人触媒学会事務局行 FAX 03-3291-8225 

触媒学会では 1993 年度から事業の一環として、「触媒技

術の動向と展望」と題した年鑑の出版を行っております。

この事業は、当学会が保有または有利に収集できる有用な

オリジナル情報を、企業のニーズに合った形にまとめて会

員企業に提供しようというものです。2013 年度版まで多く

の企業・研究所にお買い上げいただき、皆様から暖かい反

響と改善のための貴重なご意見を頂戴いたしました。 

出版実行委員会ではこれらのご意見を参考にさせていた

だきながら、より有益な年鑑を目指して新年度版の出版に

取り組み、2014 年度版の出版にこぎつけました。特に 2014

年度版では、第一編に 2013 年度の国内外の触媒技術動向を

国内（58 ページ）および海外（60 ページ）にわたり網羅す

るとともに、触媒学会理事会 WG 編の「21 世紀の社会が求

める新しい触媒化学のロードマップ」学術編、産業編の両

方を掲載など充実した内容になっており、必ずや貴社の研

究活動のお役に立てるものと信じています。 

つきましては本事業の趣旨と年鑑の有用性をご賢察の

上、どうか貴社・貴部署におかれましてもぜひ一冊ご購入

いただきますようにご案内申し上げます。 
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